
「どこにいても、

回復のどの段階にいても、

切れ目のない支援が受けられる」

佐賀県を目指して

地域連携モデル事業

佐賀県の取り組みについて

佐賀県精神保健福祉センター

相談・指導担当

令和7年度 都道府県等依存症専門医療機関/相談員等合同全国会議



• 精神科医療機関数 20病院

（うち依存症専門医療機関3病院）

• 精神科診療所数 20カ所

• 精神障害者保健福祉手帳所持者数

8,992人（R7.3月末）

• 自立支援医療（精神通院医療）受給者数    

15,500人（R7.3月末）

• 断酒会5カ所、AA6カ所

• GA4カ所、ギャマノン2カ所、

GAFA3カ所、ギャンブル依存症家族の会佐賀

• 佐賀DARC、からつDARC

• ギャンブル依存症リハビリ施設COBYPLAN

佐賀県の概要

人口 781,238人（R7.11.1）
世帯数 325,170世帯（R7.11.1）
自治体数 20市町（10市10町）
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佐賀県の依存症対策
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地域連携による依存症早期発見、早期対応、継続支援モデル事業
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令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

研修会

対象：杵藤地区
内科コメディカル

内容：節酒外来を担当
する医師による講演

対象：唐津地区
内科コメディカル

内容：節酒外来を担当
する医師による講演

対象：県内特定保健
指導に従事する
コメディカル

内容：節酒外来を担当する
医師による講演・GW

対象：県内特定保健
指導に従事する
コメディカルや
肝炎Co等対象を拡大

内容：節酒外来を担当する
医師等による講義及び
ロールプレイ・GW
→より実践的な内容で継続
して実施

対象：上記＋肝炎Co
内容：節酒外来を担当
する医師等による
講義・ロールプレイ

対象：上記＋肝炎Co
内容：節酒外来を担当する
医師等による講義・
ロールプレイ

聞き取り
調査

対象：前年度の研修受講者
及び当事者
内容：連携・支援上の
困難に関する聞き取り

連携会議 実務者会議

個別支援 随時実施 随時実施 随時実施 随時実施

地域連携による依存症早期発見、早期対応、継続支援モデル事業の取り組み
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R2年～

相談支援機能の強化を

目的とする研修会から

モデル事業を開始

（３年やってみての課題）

・意識の高い人のみが

毎回参加。

受講時は意欲が高まるが、

継続しない？

効果がなかなか見えない。

・アルコールの相談は

増えない‥・。

アルコールで困っている人

はどこに？？

これまでの取り組み

R5年～

連携会議を開始

・支援者が孤立し
ない。

他の支援者に相談
できる、つなぐこ
とができる。

・相談者が確実に
関係機関につなが
る。

R４年

関係機関への

聞き取り調査

支援者・当事者双方の

「つながりにくさ」

「アルコール相談への

 ハードルの高さ」が

 見えてきた

→連携の課題

顔の見える
関係づくりが
必要では？
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日時：令和５年５月31日（水）14：00 ～ 16:00
場所：ゆめぷらっと小城 多目的ホール
主催：佐賀県精神保健福祉センター

1 あいさつ 精神保健福祉センター所長 宮下 聡

2 主旨説明及びモデル事業説明
 精神保健福祉センター職員

3 「佐賀県アルコール健康障害対策推進計画（第２期）」
について 佐賀県障害福祉課

４ 各機関からの発表（事前課題資料に基づく）

５ 情報提供「アルコール健康障害の相談と治療」
講師 地方独立行政法人 佐賀県医療センター好生館

精神科医長 角南隆史 先生

６ 質疑・意見交換

７ 閉会

参加機関

依存症拠点医療機関 肥前精神医療センター

依存症治療機関
園田病院

虹と海のホスピタル

警察本部 交通企画課

県庁 障害福祉課

自助グループ
佐賀県断酒連合会

佐賀県断酒連合会家族会

依存症回復施設 佐賀DARC

節酒外来 佐賀県医療センター 好生館

健診機関 産業医学協会

肝疾患センター
佐 賀 大 学 医 学 部 附 属 病 院
肝疾患センター

内科医療機関 江口病院

保健福祉事務所 杵藤保健福祉事務所

市町 武雄市健康課

小城市健康増進課

令和5年度 アルコール健康障害対策連携会議
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課題の抽出
連携

普及

相談

回復

狙いとなる対象につながる機会がない

④相談をつないでいくことの難しさ

相談が少ない

③相談機関として知られているか？

アルコールの相談として受けていない

①支援者自身が連携先を知らない

情報提供で終わっている

当事者の意思
家族の意思・・相談につながらない

③依存症に関して理解が広がっていない

②つなごうとするが一方通行感が強い

効果的な普及啓発ができているか？

できることが限られている
依存症の相談は、難しい

連携先に、もっと後押ししてほしい
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令和5年度 アルコール健康障害対策連携会議



情報提供

SNAPPYシリーズ（県立病院：角南医師提供）

・・飲酒に関する問題意識を
可視化するツールとして活用できる。
・・どの段階にいても飲酒量の話題から相談へつなぐ
ことができる。
・・相談者の動機づけにあわせて
相談を勧める必要があり、その
手段として活用できる。

URL https://snappy.udb.jp
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令和5年度 アルコール健康障害対策連携会議



令和7年度の取り組み①

個別支援・・少しずつ連携がスムーズになった

たとえば・・・

・多量飲酒で問題を起こし、何度も警察に保護されている。

受診は断固拒否、酒ではなく、イライラがなければいいんだ！！

⇒警察からの依頼で本人と面談時に、佐賀DARCの方に同席してもらう

当事者同士での会話で心を開く

その後、当センターのSMARPPに参加される
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令和7年度の取り組み②

人材育成研修

◇依存症支援のための基礎セミナーの開催

 薬物、アルコール、ギャンブルのシリーズで企画

 ◇問題解決しない事例検討会の開催

☆県内５か所（保健福祉事務所）でのフリーミーティングを実施

⇒キャッチできる（＝理解し、つなぐ、自分にできることをする）場所を

増やしたい！
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令和7年度の取り組み③

リーフレットの作成

アルコール健康障害連携会議での意見

「初任者でも慌てず相談を受けられるよう、指導内容、相談先が

わかりやすいリーフレットが必要だと思う。」

⇒今年度中にリーフレット完成予定

「リーフレットを作っても、活用されないと意味がない…」

⇒活用方法についての研修を令和8年度に実施検討中
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日時：令和５年10月11日（水）14：00 ～ 16:00
場所：ゆめぷらっと小城 研修室
主催：佐賀県精神保健福祉センター

1 あいさつ

精神保健福祉センター所長 宮下 聡

2 各機関からの自己紹介

3 「佐賀県ギャンブル等依存症対策推進計画」について

佐賀県障害福祉課職員

４ 本日の流れと開催目的・事前課題について

佐賀県精神保健福祉センター職員

５ シンポジウム

「佐賀県における関係機関の取り組み」

コーディネーター・登壇者

６ 質疑・意見交換

７ 閉会

令和5年度 ギャンブル依存症対策連携会議

参加機関

依存症拠点医療機関 肥前精神医療センター

当事者
全国ギャンブル依存症問題を考える会
当事者支援部

家族の会 全国ギャンブル依存症家族の会佐賀

回復施設 一般社団法人656（コビープラン）

法的支援 佐賀県弁護士会

運営者 唐津市ボートレース企業局

警察関係 警察本部生活安全企画課

教育 佐賀大学学生支援室

相談機関 消費生活センター

県庁 障害福祉課

依存症相談拠点機関 精神保健福祉センター

保健福祉事務所 佐賀中部保健福祉事務所

市町 佐賀市（社協 福祉まるごと相談）
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令和7年度の取り組み④

普及啓発

ギャンブル等依存症対策連携会議での意見から

◇「若者に届く啓発を！」（回復施設より）
・・YouTube動画を作成
当事者および家族のメッセージを届ける

◇「ボートレース場(２Ｆ)と同じ建物内に子どもの遊び場(１Ｆ)が…
将来が心配です！」（家族の会より）
・・保護者向けに、普及啓発を実施。
家族の会と協同。
同日、ボートレース場の職員向けに講座を実施。

ギャンブル依存症 佐賀県
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• アディクションの反対は、コネクション

・・センターが、いろいろな機関や資源とつながることで、センターにつながった方が

他の機関や仲間ともつながることができるように

• 一人一人の回復の過程があることを知っている

・・方法を限定せず、当事者にも家族にもよりそい、今を大切に

• 地域の入り口であり、居場所であり、ハブである

・・社会との接点、行政をはじめとした社会とつながる場としての役割を果たす

• 「どこにいても回復のどの過程にいても必要な支援につながることができる」

佐賀県を目指して

・・依存症について「知っている」、つながりあえる佐賀県を目指し、

ハイリスクアプローチとポピュレーションアプローチの両方を行っていく

まとめ～精神保健福祉センターの役割
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「どこにいても、

回復のどの段階にいても、

切れ目のない支援が受けられる」

佐賀県を目指して

地域連携モデル事業

佐賀県の取り組みについて

S BI

S RT

精神保健福祉

センター

一般病院（内科等）

市町・
保健所

自助グループ
支援プログラム

依存症
専門医療機関

総合病院
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